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親友佐波宣平さんの霊に捧げる
葛城照三
佐波さん，私はあなたの霊に申し上げます。あなたと私の突友は，昭和15年，白木保
険学会創立総会に始まりました。昭和17年，政府の戦時保険政策委員として，戦中から
戦後にかけて日本各地を見学して廻りました時も，損害保険事業研究所の依頼で，関西，
九州の各地を講演旅行しました時も，あなたと私は常に一緒でした。私はあなたの学殖
の深いことと学問研究の真塾な態度と社会正義心の強いことに心をヲ|かれ，あなたも亦
私の究学の態度に同感して〈れました。私が関西方面に来まじたときは!あなたの内に
(509) 107 
泊めていただき，あなたが東京に来られたときは，私の内に泊まってし、ただき，共に学
問の途を談り合いました。
昨年11月，あなたの最終講義があると h争，あなた0主人である松本一郎さんから，
前以って聞きましたがそれが公開講義であることに気が付かず，拝聴する機会を失した
乙とを，今でも残念に思っております。
翌日，朝日新聞で最終講義の模様ぞ知り，家族と共に泣きました。早速お見舞にかけ
つけようとしましたが，あなたを興奮させてはし、けないと 11凹浩之さんから電話があり
ましたので，遠慮しました。結局，昨年6月，あなたが教え子の招待で東京に来られた
ときに談り合ったのが最後となりました。
然しながら，交友28年間，あなたと私は京都と東京に別れ~IIれに住んでおりましても，
常に一緒に住んでいるかのように，心は通っておりました。
まだまだやりたい仕事が沢山あったことでせう。それを思うと断腸の思いがします。
御家庭では賢婦の誉れ高い夫人が居られ， 2男 2:9:のお子様方も立派に成長されまし
たから，あなたの亡き後は淋しいながらも，親子5人，お互いに援け合し、，励まし合っ
て円満な家庭を築き，あなたの冥福を祈ることでせう。
文学校関係では，あなたは多数の有能な学者や実業人壱育て上げましたから，この人
達は，あなたの意を体して，学問に，そして文実業に，社会のお役に立つに相違ありま
せん。
佐波さん，大命は致方ありません。どうか安心して，静かに，永遠の眠りについて F
さい。あなたゃあなたの御家族と親しくいていただいた私の妻や子も，この円との時刻
に，東京の空から，あなたの御冥福を祈っております。
